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 ９月を迎えました。法学部だより第 32 号をお届けします。 
 目次 
 ○ 卒業生からのメッセージ（第 17 回） 
  ○ パリ便り～ソルボンヌからの風～（第 11 回） 
 ○ 法学部からのお知らせ 
  ○ 最近の話題 
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 ○ 卒業生からのメッセージ（第 17 回） 
--------------------------------------------------------------- 
 平成 22 年度卒業の山下卓也です。私は現在，市役所で生活によって出るごみ関連の業務を担当しており，市

民からの「～を捨てたい」といった問合わせに対応しつつ，ゴミの総量を減らす，身近で効果的な取組みはない

かと日々頭を悩ませています。 
 市役所では，規則等との関係で市民の要望に応えられない場合も少なくありません。こちらが理由を丁寧に説

明しても市民から厳しい言葉を浴びせられ，落ち込むこともあります。それでも，私のいる部署は，１年目でも

新しい企画の立案を任され，会議でも意見がすぐに反映されるなど，非常にやりがいを感じられるところで，充

実した日々を送っています。 
 そんな私ですが，受験時代は，現在のとは違う職種を希望していました。その試験は，面接で不合格になった

のですが，他の進路は全く検討していなかったので，直後はショックで何もできない状況が数週間続きました。

しかし，先生や友人からアドバイスをもらううちに，浪人するにせよ何にせよ，納得のいく道を探すためにもと

りあえず積極的に動いてみようと思えるようになりました。それからは，受験可能な試験はとりあえず受験し、

初めて就職活動のセミナーに参加するなど常に課題を設定してがむしゃらに動きながら，自分のこと，将来のこ

とを考え続けました。このときの経験から，人よりは遅いですが，自分の新たな一面に気づくことができ，最終

的には，自分なりに納得して現在の仕事に就くことができました。 
 第一志望が不本意な結果に終わった場合の対応は様々でしょうが，歩みを止めて悩むのは，現在できることを

やってからでも遅くないと私は思います。前に進むためにも，まずは，信頼できる人とゆっくり話して，もう一

度頑張ろうと思える状態に戻すことが大切ではないでしょうか。 
 
山下卓也 (平成 22 年度卒業） 
 
-------------------------------------------------------------------- 
 ○ パリ便り～ソルボンヌからの風～ (第 11 回） 
---------------------------------------------------------------------  
フランス人のあいさつ 
 
 フランスには、ビズ（bizou）と呼ばれる習慣があります。それは、親しい人どうしが出会ったり別れたりす

るときに、お互いの頬にキスし合うという振る舞いです。ビズは、相手に対する親密さを示すもので、エロチッ

クな意味はありません。年齢や性別にかかわりなく、人との出会いと別れの際には普通に行われます。大学の教

室や廊下でも、友達どうしがあいさつ代わりにビズする光景をよく見かけます。これは、付き合っているわけで

もない男女間でも同じです。 
 もちろん、フランス人が誰とでもビズするというわけではありません。それは親しい間柄に限られます。初対

面の時は握手までだったのが、付き合いが深まるにつれ、ビズに変わっていきます。ビズは親愛の証なので、ビ

ズする間柄になるとお互い打ち解けたことになり、とてもうれしくなります。 
 しかし、このような習慣をもたない日本人の私にとって、ビズには緊張を伴います。とりわけ、研究室で親し

くなった女子学生など若い女性とのビズには、慣れていないだけに少し勇気がいります。もちろん、放っておい

ても向こうから顔を近づけてきて頬にビズしてくれるのですが、こちらとしてはやはり気恥かしいです。 
とはいえ、街のあちこちで、老若男女を問わず人々が頬を寄せて互いに親愛の情を確かめあっている姿はよいも



ので、見ている側も自然と心がなごみます。そして、このような習慣が日本にもあればよいのにと、ついつい思

ってしまいます。 
 
井上武史 准教授 
 
---------------------------------------- 
 ○ 法学部からのお知らせ 
----------------------------------------- 
☆第 4 回 法学部ホームカミングデー 
岡山大学創立記念日の 10 月 22 日（土）に第 4 回法学部ホームカミングデーが開催されます。今年も多数の同窓

生の皆さんの参加をお待ちしています。 
午後 3 時～5 時  
場所：文法経講義棟 20 番講義室  
プログラム： 
１．法学部長挨拶（最近の法学部） 
２．講演 
  講師：道垣内正人 早稲田大学法務研究科教授 
  演題：スポーツ仲裁ースポーツにとって法律家は役に立つのか？ 
３．懇親会 午後 6 時～午後 8 時 
  場所：岡山ロイヤルホテル（会費 2000 円。在学生は無料） 
http://www.law.okayama-u.ac.jp/pdf/homecoming2011_2.pdf  
 
-------------------------- 
 ○ 最近の話題 
-------------------------- 
☆2011 年度岡山大学オープンキャンパスー法学部公開説明会が開催されました。 
当日は、県内外から約 700 名の高校生・ご父兄の方々にお集まりいただきました。 
http://www.law.okayama-u.ac.jp/examinee/open_2011/ 
 
☆岡山大学法学会雑誌が図書館のリポジトリとして電子化されました。 
最新号は、下記のアドレスから見ることができます。 
http://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/journal/olj/ 
 
☆平成 23 年度 岡山大学法文経学部同窓会 広島支部総会・松江支部総会が開催されました。 
 9 月 2 月（金）午後 6 時半から、台風が近づく中、平成 23 年度の同窓会広島支部総会・松江支部総会が開催

されました。松江支部総会には、佐野法学部長が出席しました。あいにくの天候でしたが、1 年ぶりに卒業生同

士旧交を温めることができました。 
 
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
・本メルマガは, 毎月２回程度配信しています。  
・法学部の詳細情報に関しては、HP も併せてご覧ください。 
  法学部 HP http://www.law.okayama-u.ac.jp/ 
・本メルマガには返信なさらないようにお願いします。  
・本メルマガの登録・解除は、以下の URL にてお願いします。 
  http://court.law.okayama-u.ac.jp/mail/register.html 
・ご意見・ご感想は，法学部 情報委員会 joho@law.okayama-u.ac.jp まで。 
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